
応募に関することから奨学生生活についてまで、質問・疑問にお答えします。

Ⅰ．≪応募資格≫

QⅠ-1．奨学金の概要が知りたいのですが。
【Ａ】 ＨＰの「奨学金の募集」「給費奨学金案内」をご参照ください。

ＱⅠ-2．どの大学でも制度を利用できますか?

【Ａ】 奨学生募集の対象校になっていない場合は、利用できません。
大学の学生課等に問い合わせ下さい。

QⅠ-3．語学学校の学生は、対象となりますか?
【Ａ】 対象外です。（大学及び大学院生が対象です）

QⅠ-4．個人で応募はできますか？
【Ａ】 個人での応募はできません。募集大学を通して応募していただきます。

（大学に問合せ下さい）

QⅠ-5．奨学金について、電話で相談したいのですが。
【Ａ】 電話での問合せにはお答えできません。　質問等は学生課等窓口に相談して下さい。

QⅠ-6． 申請する資格があるか確認したいのですが。

【Ａ】 申請資格は、下記(1)～(3)と家計状況、成績により判定します。
家計の基準は、学生課窓口でご確認ください。（日本学生支援機構の第1種基準とほぼ同じです）

（給費奨学金）　　　　　　　  　(1)大学・大学院に在学する学生
　　　　　　　　　　　　　　　　  　(2)40歳を超えていない者(応募年度末に40歳未満)
　　　　　　　　　　　　　　　　  　(3)留学生は私費留学生であるもの

QⅠ-7． 40歳を超えていますが応募できますか？

【Ａ】 応募できません。

QⅠ-8．外国籍ですが、奨学金の応募可能でしょうか。

【Ａ】 在留資格が「留学」「永住者」「定住者」の場合、給費奨学金の応募ができます。（他の在留
資格は応募できません。）
応募希望者は、在留資格の記載がある書類を提示のうえ、応募資格の有無について在学
する大学に確認してください。

QⅠ-9．すでに海外の大学（大学院）に在学していますが、奨学金を応募できますか。

【Ａ】 応募できません。　日本国内の大学に在学する学生が対象です。

当法人より募集している大学に在学する学生のみ、大学を通して応募できます。
　（それ以外の大学の学生は応募できません）



【Ａ】 大学入学前の予約はできません。　日本国内の大学に在学する学生が対象です。
　　（参考：　入学前の予約制度は日本学生支援機構に相談して下さい　）

【Ａ】 応募できません。　日本国内の大学に在学する学生が対象です。
　　（参考　：　日本学生支援機構に相談して下さい　）

QⅠ-12．成績・家計とも基準内です。応募すれば必ず採用されますか。

【Ａ】 当法人の奨学金は、学長等の推薦を添えて、大学を通して応募を頂きます。
応募者の人物・成績・家庭の状況・家計等を基準に照らして当法人の選考委員会が選考し
採用しますので、応募基準を満たしていても、必ずしも採用になるとは限りません。

QⅠ-13．浪人していますが、応募資格はありますか。

【Ａ】 奨学金支給は、日本国内の大学に在学する学生が対象です。大学に入学すれば応募資
格ができます。国内の高校等の成績証明が必要になりますので、大切に保管して下さい。
(成績証明書は原則3か月以内に発行されたものになります）

【Ａ】 高校卒業証明で対応します。成績基準は大学の判断とします。

QⅠ-15．日本学生支援機構等の他団体の奨学金を受けていますが、応募できますか。 
【Ａ】 応募できます。他団体の奨学金が貸与型・給付型どちらでも可能です。

【Ａ】 当法人では、年度途中からの採用は取扱っていません。
　（当法人へは翌年４月の募集時に応募することになります）
　(参考；日本学生支援機構奨学金は緊急対応を行っています）

ＱⅠ-17．奨学金は返済しなくていいのですか？

【Ａ】 給費奨学金は返済不要です。

QⅠ-16．募集期間外ですが、
　　　　　　不測の事態が発生したとき年度途中から奨学金を受けることができますか？
　　　　　　（例）・家計が急変し奨学金が必要となった、
　　　　　　　　 　・地震により被災しました。このままでは学業を継続できません。
　　　　　　　　 　・父の勤務していた会社が倒産し失業しました。このままでは学業を継続できません。

QⅠ-10．高等学校卒業程度認定試験合格者、又は大学入学資格検定合格者です。
　　　　　進学前に奨学金を予約することはできますか。

QⅠ-11．現在、国内の高等専門学校の第3学年に在学しています。
　　　　　　第3学年を修了し、海外の大学進学を検討しています。応募できますか。

QⅠ-14．高校卒業後、一旦就職し大学に入学しました。高校の成績証明書が取れません。
　　　　　　どうしたらよいですか？



Ⅱ．≪奨学金応募の検討≫

QⅡ-1． 奨学金を受けたいのですが、手続きはどうしたらよいのでしょうか。

【Ａ】 奨学金は、入学後に大学の推薦を得て申請することになります。
学生課等窓口で相談して下さい。（入学前に奨学金を予約する制度はありません）

QⅡ-2． 奨学金の募集はいつですか。
【Ａ】 募集は、年に１回、４月に実施しています。

QⅡ-3．申し込みの締切日を教えてください

【Ａ】 大学の学生課等(奨学金取扱担当）にご確認ください。

【Ａ】 あなたが外国の大学へ「留学」する場合、単位互換もしくは学校長が教育上有益な海外学
修であると認めるものについては（卒業が延びないことが条件）、当法人が定める「留学奨
学金継続願」の提出により、当法人で審査のうえ奨学金の交付は継続されます。
休学して外国の大学、大学院へ留学する場合は、休学期間は奨学金休止となります。
（「休学届」提出）

【Ａ】 前年１月～１２月までの所得となります。（源泉徴収票または確定申告書を大学に提出）

QⅡ-6．奨学金の振込を取扱う金融機関を教えてください。

【Ａ】 国内のゆうちょ銀行、都市銀行、地方銀行、信託銀行、農協、信用金庫、労働金庫、及び
信用組合（一部を除く）としています。
外資系銀行、ネットバンクは別途ご確認下さい。また、貯蓄預金口座は使用できません。

QⅡ-7．卒業後の進路に制約はありますか？

【Ａ】 ありません。ご自身の自由な選択に任せられます。

QⅡ-5．奨学金申請の際、提出する収入証明はいつのものが必要ですか。

QⅡ-4．国内大学在籍中に海外留学を考えています。
　　　　　海外留学期間中も奨学金は継続して受けられますか。


